
◆　この20年間にエイズウイルスに感染した人は、世界

で5600万人を超え、うち2180万人以上が亡くなった。昨

年だけでも死者は300万人に上る。一方で、530万人が

新たに感染した。

◆　世紀をまたいで人類を脅かすこの疫病をどう克服

し、ウイルスに感染した人たちの生命や暮らし、人権を

いかにして守るか。国連は25日からニューヨークでエイ

ズ特別総会を開き、国際的な行動指針となる政治宣言

を採択することにしている。

◆　国連はエイズ禍の拡大阻止、とくに若者の感染を

減らし、母子感染を防ぐことを大きな目標に掲げてき

た。感染者と患者の就労機会の確保や、エイズで親を

失った孤児、エイズに感染した子供のケアの重要性も

強調してきた。

◆　にもかかわらず、感染者は増え続けている。治療も

行き渡らない。目標達成に必要な行動が遅れているた

めである。実効ある特別総会にするため、各国とも行動

の裏付けを伴う発言に徹してほしい。

◆　感染者の約9割は開発途上国に住み、7割強がサ

ハラ以南のアフリカに集中している。国連の推計では、

途上国におけるエイズ予防や治療などには、先進諸国

からの支援、途上国の政府支出額を合わせて年間90

億ドル前後の費用を要する。

◆　実際の支出額は年間20億ドル弱に過ぎず、資金不

足は覆いがたい。今度の総会を機に、エイズなどの感

染症対策として世界保健基金(仮称)を創設する準備が

進んでいる。できるだけ大きな基金を積み上げるととも

に、途上国の要望に配慮した運用方法を採用すべきだ

と思う。

◆　日本政府は5年間で30億ドルの感染症対策支援を

表明し、実行に移した。欧米の先進国と比べても支援

額は多い方だ。

◆　途上国でのエイズ対策は非政府組織(NGO)との連

携抜きでは成り立たない。保健施設整備や医療機材提

供といった「モノ」の支援にとどまらず、国内外のNGOと

もっと積極的に協力する必要がある。

◆　エイズのワクチンはまだないが、治療薬の進歩で先

進国での死亡率は大きく下がった。ただ、薬代が高す

ぎて途上国では大半の患者や感染者に届かない。

◆　薬価が高くなるのは欧米の製薬会社が特許を握っ

ているからだ。自主的に廉価で治療薬をアフリカ諸国

へ提供する製薬会社も相次いでいるが、より一般的な

ルールづくりが必要ではないか。

◆　欧州連合(EU)は、エイズ治療薬については特許保

護を弾力的に運用することを世界貿易機関(WTO)に

提案している。それも一案だ。ぜひとも治療薬の普及を

図り、感染者が感染前と同じように社会生活を送れる機

会を拡大してもらいたい。

◆　この疫病には、既存の法制の枠を超えて世界中が

総力で取り組まない限り、到底勝てない。各国の指導

者は、そのことを肝に銘じなければならない。

＜朝日新聞社説　2001-06-25＞

◆　2000年の年報が出ました。配布しているの

は、そのまとめのページです。全文は「エイズ

予防情報ネット」（  http://api-net.jfap.or.jp/ )に

PDF形式とエクセル形式で公開されています。
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国連エイズ総会
―世紀の疫病に勝つには－

＜ご意見募集＞
「AIDS UPDATE」は今後も不定期に発行しま

す。ご意見やご希望がありましたら輸血部ま

でお寄せ下さい。　[TAKATA, OE] 
takata@aids-chushi.or.jp

エイズ動向委員会の報告について


